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目
加
田
湖
東
線
の
肥
盥
橋

は
、
昔
な
が
ら
の
幅
で
大

型
車
が
頻
繁
に
通
行
す
る
た
め
橋

の
欄
干
が
壊
れ
、
直
し
て
も
１
週

間
か
ら
１
カ
月
で
壊
れ
る
。
そ
の

対
応
は
。

栗
田
湖
東
線
の
拡
幅
事
業

は
、
進
ん
で
い
る
か
。

近
年
、
多
く
の
台
風
が
襲

来
し
宇
曽
川
が
危
険
水
位

に
達
す
る
な
ど
、
住
民
が
不
安
に

な
っ
て
い
る
。
土
砂
を
浚
渫
す
る

な
ど
の
対
策
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

燃
や
す
ご
み
袋
に
つ
い

て
、「
破
れ
や
す
い
」
と

の
声
を
住
民
の
方
か
ら
よ
く
聞

く
。
そ
の
対
策
は
、
ど
の
よ
う
に

し
て
い
る
か
。

拡
幅
工
事
、
そ
れ
に
準
じ

る
対
応
を
。

　

肥
盥
橋
欄
干
の
損
傷
は
、
宇
曽

川
右
岸
を
左
折
ま
た
は
右
折
す
る

大
型
車
両
の
接
触
に
よ
り
発
生
し

て
い
る
。
管
理
者
で
あ
る
湖
東
土

木
事
務
所
が
補
修
工
事
を
実
施
し

て
い
る
。

　

橋
梁
は
狭
隘
で
、
児
童
・
生
徒

の
安
全
確
保
対
策
の
面
か
ら
、
湖

東
土
木
事
務
所
に
対
し
要
望
を

行
っ
て
き
た
。

　

橋
梁
の
拡
幅
に
つ
い
て
は
、
長

寿
命
化
計
画
に
よ
り
維
持
管
理
を

行
い
、
予
防
保
全
型
管
理
で
対
策

を
行
う
こ
と
に
し
て
い
る
。
橋

梁
の
拡
幅
・
付
け
替
え
は
非
常
に

厳
し
い
状
況
で
あ
る
が
、
引
き
続

き
県
に
対
し
強
く
要
望
を
し
て
い

　

国
道
８
号
か
ら
近
江
鉄
道
の
区

間
で
は
、
平
成
28
年
度
に
３
回
、

沿
線
地
権
者
の
説
明
会
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
豊
満
神
社
付
近
に

お
い
て
は
、
神
社
役
員
と
協
議
を

重
ね
法
線
の
承
諾
を
得
た
。
い
ず

れ
も
今
年
度
は
詳
細
設
計
を
行

い
、
来
年
度
は
用
地
測
量
を
計
画

し
て
い
る
。

　

今
年
の
台
風
21
号
で
は
、
宮
後

地
先
や
川
久
保
地
先
に
自
主
避
難

情
報
や
避
難
勧
告
を
発
令
し
た
。

　

宇
曽
川
の
浚
渫
要
望
は
、
湖
東

土
木
事
務
所
管
内
で
も
非
常
に
多

い
の
で
、
町
内
の
早
期
浚
渫
は
困

難
と
聞
い
て
い
る
。

　

し
か
し
、「
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
」
を
進
め
る
た
め
、
河
川

増
水
や
河
川
決
壊
の
懸
念
さ
れ
る

箇
所
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
強
く

要
望
を
行
っ
て
い
く
。

　

燃
や
す
ご
み
袋
は
、
ご
み
を
均

一
に
す
る
た
め
攪
拌(

か
く
は
ん)

し
て
処
理
を
し
て
お
り
、
裂
け
や

す
く
製
造
さ
れ
て
い
る
。し
か
し
、

住
民
の
方
か
ら「
裂
け
や
す
い
」

と
の
指
摘
が
あ
り
、
リ
バ
ー
ス
セ

ン
タ
ー
の
担
当
者
会
や
課
長
会
に

お
い
て
協
議
を
行
っ
た
。

　

今
年
度
は
製
造
工
場
を
変
更
す

る
と
と
も
に
、
来
年
度
は
仕
様
書

の
変
更（
形
状
変
更
）
を
行
う
予

定
で
あ
る
。

（
産
業
建
設
部
長
）

（
産
業
建
設
部
長
）
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産
業
建
設
部
長
）

（
産
業
建
設
部
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環
境
対
策
課
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町
内
の
道
路
状
況

宇
曽
川
の
浚
渫

燃
や
す
ご
み
袋

く
。

　

歩
道
に
つ
い
て
は
、
今
年
度

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
・
予
備
設
計
を

完
了
し
、
来
年
度
よ
り
詳
細
設
計

を
実
施
す
る
計
画
で
あ
る
。

JA給油所前の肥盥橋

宇曽川・沖地先

意見書第３号

道路の整備促進を求める意見書

　

道
路
は
、
町
民
の
生
活
や
暮
ら
し
を
守
り
、

産
業
を
支
え
る
最
も
基
礎
的
な
施
設
で
、
災
害

時
に
は
町
民
の
命
を
守
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し

て
機
能
す
る
な
ど
、
町
民
の
安
全
・
安
心
を
確

保
す
る
た
め
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
社
会
基

盤
で
す
。

　

本
町
で
は
、
国
道
や
県
道
、
町
道
の
整
備
は

い
ま
だ
に
十
分
と
は
言
え
ず
、
一
層
の
道
路
整

備
の
促
進
が
求
め
ら
れ
、
ま
た
地
方
創
生
の
実

現
に
は
道
路
整
備
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
道
路
事
業
に
お
い
て
は
「
道
路
整
備

事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す

る
法
律
」（
以
下
「
道
路
財
特
法
」）
の
規
定
に

よ
り
補
助
率
等
の
嵩
上
げ
措
置
に
つ
い
て
は
、

平
成
29
年
度
ま
で
の
時
限
措
置
と
な
っ
て
お
り
、

平
成
30
年
度
以
降
、
そ
の
措
置
が
廃
止
さ
れ
る

こ
と
に
な
れ
ば
、
道
路
整
備
の
推
進
に
深
刻
な

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
国
会
お
よ
び
政
府
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
地
方
に
お
け
る
道
路
の
迅
速
か
つ
着
実

な
整
備
を
促
進
す
る
た
め
に
、
下
記
の
措
置
を

講
じ
ら
れ
る
よ
う
強
く
求
め
ま
す
。

記

１
．
平
成
30
年
度
予
算
に
お
い
て
、
必
要
な
道

路
関
係
予
算
の
総
額
を
編
成
し
、
必
要
な

事
業
の
進
捗
を
図
る
こ
と
。
ま
た
、
道
路

整
備
に
係
る
補
助
率
等
の
拡
充
を
図
る
こ

と
。

２
．
道
路
財
特
法
の
補
助
率
等
の
嵩
上
げ
措
置

に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年
度
以
降
も
継
続

す
る
こ
と
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り

意
見
書
を
提
出
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
29
年
12
月
19
日
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町内の主要道路の拡充

引き続き、県に対し強く要望をしていくA


